
洪水・浸水害について

氾濫水は勢いが強く、大人の膝
程度の深さで歩行が困難とな
る。浸水してから自宅外への避
難は危険。気象予報や河川洪水
予報などの情報をもとに、身の
危険を感じたら自主的に避難を
開始する。

周囲の状況が危険で避難場所
まで移動できない場合は、自宅
や近隣の頑丈な建物のできるだ
け高い階に避難する。
移動途中であっても、危険を感
じた場合は、近隣の建物のでき
るだけ高い階に退避する。

降雨が続き不安に思っても、川
や用水路、田畑の用水は見に行
かない。やむを得ない場合は複
数人で行動する。河川の様子の
確認は、自治体などのライブカメ
ラ情報を活用する。また、避難の
途中も増水し
た川の近くを
通るのは避
ける。

雷は場所を選ばず落ち、とくに、
グラウンドやゴルフ場等の開け
た場所や、山頂のような高い場
所では人に落雷する可能性が高
くなる。直撃の危険がある場合
は、すぐに建築物や車へ避難す
ることが大切。

（ページ内の図表は気象庁ホームページより抜粋、編集）

大雨によって災害が起こるおそれがあると予測される場合 大雨によって重大な災害が起こるおそれがあると予測される場合

大雨警報

集中豪雨は、限られた地域に、突発的に短時間に集中して多量の雨が降ることで、「ゲリラ豪雨」とも言われています。
発生の予測は困難で、中小河川の氾濫、土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな被害をもたらすことがありますので、
気象情報に十分注意し、万全の対策をとることが必要です。
●ラジオやテレビなどの気象情報に注意する。
●防災行政無線の放送や、ケーブルテレビの情報をよく確認する。
●停電に備え懐中電灯や携帯ラジオを用意する。
●非常時持出品を準備しておく。

●早く帰宅し、家族と連絡を取り、非常時に備える。
●飲料水や食料を数日分確保しておく。
●浸水に備えて家財道具は高い場所へ移動する。
●危険な地域では、いつでも避難できるよう準備をする。

・表面雨量指数(注１)8　
・土壌雨量指数(注２)56

(浸水害)表面雨量指数12　(土砂災害)土壌雨量指数90

集中豪雨

雨の強さと降り方

記録的短時間大雨情報　1時間に雨量100mm

上記に併せて、洪水注意報・洪水警報が発表されます。

大雨注意報

雨量の増加によってもたらされる氾濫には、川から水があふれたり堤防が決壊して起こる「外水氾濫」と、
街中の排水が間に合わず、地下水路などからあふれ出す「内水氾濫」の2タイプがあります。

大雨の水が川に集まり、川の水
かさが増し堤防を超える、
あるいは堤防を決壊させて川の
水が外にあふれておきる洪水。
氾濫が起きると一気に水かさが
増すため、最大の注意が必要。

その場所に降った雨水や、周り
から流れ込んできた水がはけ
きれず溜まって起きる洪水。
的確なタイミングで警報や避
難指示を出すのが難しいた
め、注意が必要。

浸水が始まる前に
　　早めの避難を 状況に応じた避難を 落雷から身を守る川や用水路に

　　近づかない

注１ 表面雨量指数：短時間の強い雨による浸水害の危険度の高まりを把握するための指数。降った雨が地中に浸み込まずに、地表面にどれだけ溜まっているかを指数化したもの。
注２ 土壌雨量指数：大雨による土砂災害の危険度の高まりを把握するための指数。降った雨が土壌中にどれだけ溜まっているかを指数化したもの。

予報用語 人の受けるイメージ1時間雨量
 (mm) 人への影響 屋内（木造住宅を想定） 屋外の様子 車に乗っていて

やや強い雨 10以上
20未満 ザーザーと降る。 地面からの跳ね返りで足元がぬれる。 雨の音で話し声が良く聞き取れない。

地面一面に
水たまりができる。

ー

強い雨 20以上
30未満 どしゃ降り。

傘をさしていてもぬれる。

寝ている人の半数くらいが
雨に気がつく。

ワイパーを速くしても見づらい。

激しい雨 30以上
50未満

バケツをひっくり
返したように降る。

道路が
川のようになる。

高速走行時、車輪と路面の間に水膜が生じブレー
キが効かなくなる。（ハイドロプレーニング現象）

非常に
激しい雨

50以上
80未満

滝のように降る。
（ゴーゴーと降り続く）

傘は全く役に立たなくなる。
水しぶきで
あたり一面が
白っぽくなり、
視界が悪くなる。

車の運転は危険。
猛烈な雨 80以上 息苦しくなるような圧迫

感がある。 恐怖を感ずる。
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